英雄譚に正当性を付与するための論理と情理 ―ネット言論空間で展開された「狼牙山五壮士」名誉棄損問題の意味― by 松戸 庸子

















































































































































































































































通りに気安く発したツイートには 2時間で 2500回の転送と 300通のコメントがつき，彼が想像す













視して 8月 29日の 21時に張広紅を検挙し現場にあったノート型パソコン 1台を押収した。翌 30





































































時期 英雄譚への疑義と時代性 洪振快の言論活動と 5件の名誉棄損裁判の推移
1941/ 9/25 狼牙山五壮子崖より転落
1958 映画「狼牙山五壮子」




      3/24 教材から「五壮子」削除
2011/12/14 『百度』に疑義スレッド
2013/ 8/27 広州市，張広紅ツイート
      8/30 張を検挙→行政拘留 7日
      8/31 ＠広州公安が張を擁護
      9/ 9 洪，『財経網』「小学課本“狼牙山五壮士”有多不実」発表
     10/30 張，不服申立て却下
11月号 洪，『炎黄春秋』に「“狼牙山五壮士”的細節分岐」発表
     11/13 張，公安を提訴①
     11/23 梅新育，洪への批判をツイート（郭松民も追記・転送）
2014/ 2/13 張，一審敗訴①
      5/12 二審法廷意見陳述
しかし判決出ず①
      5/26 洪・黄→豊台区人民裁判所へ梅新育を名誉棄損で提訴②
      5/28 洪・黄→海淀区人民裁判所へ郭松民を名誉棄損で提訴③
      9/ 1 国務院，狼牙山跳下り
場所を小蓮花峰と認定
     12/30 編集長の洪振快と黄鐘：『炎黄春秋』雑誌社辞職の声明
2015/ 8/17 葛長生：西城区人民裁判所へ洪振快を名誉棄損で提訴④
宋福宝：西城区人民裁判所へ洪振快を名誉棄損で提訴⑤
      9/ 3 抗日勝利 70周年パレード
     11/30 葛・宋提訴：開廷前会議（意見陳述）
     12/21 洪・黄→梅新育（被告）名誉棄損訴訟②：一審敗訴
     12/22 洪・黄→郭松民（被告）名誉棄損訴訟③：一審敗訴
2016/ 2/29 洪・黄→郭松民（被告）名誉棄損訴訟③：二審敗訴
      6/27 葛と宋→洪振快（被告）名誉棄損訴訟④⑤：一審勝訴
      8/15 葛と宋→洪振快（被告）名誉棄損訴訟④⑤：二審勝訴
















育てていた大根を引き抜いたのか？の 4点に絞り，エピソードが発生した 1941年から 60年間の関
連新聞記事（及び関係者の口述），「日本の防衛庁の史資料」，雑誌や座談会での発言内容などの検
証をして，通説への疑問を呈したのである。



















































































































　中国が改革開放路線へ転換して 30余年，2010年には GDPベースで日本を追い抜いて世界第 2
位の経済大国に躍り出た。日中間のパワーバランスは逆転し，中国民衆はその経済的恩恵に浴する
ようになった 13）。（表―2）にあるように，〈洪振快―被告訴訟〉では，抗日勝利 70周年パレード直前に
あたり国を挙げて戦勝ムードが煽り立てられていた 2015年 8月 17日に提訴，訴状が受理され，翌
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　〈http://www.dw.com/zh/广东警官质疑净网行动遭停职 /a―17060476〉（last updated 02/09/2013）





石言之 2016a「一场共和国历史上罕见的斗争 - 捍卫“狼牙山五壮士”名誉斗争纪实」『察网』
　〈http://www.cwzg.cn/html/2016/chayanguanxing_0714/29440.html〉。











Logic and Sentiment to Justify the Tale of Five Heroes
―Implications of Defamation Issues Involving “Five Heroes of Mt. Langya”
developed through the Internet―
松　戸　庸　子
要　　旨
　「狼牙山五壮士」とは，抗日戦争中の中国共産党機関紙の報道内容をもとに作られた英雄譚で，国
語の教材として小学校教育の場で長く使用されたこともあり中国では誰もが知っている。この英雄譚
への疑義は 90年代から存在していたが，習近平政権が始まった 2013年にインターネット言論空間で
復活し，ブロガーの行政処罰とそれを支援したリベラル派言論人の司法上の敗北で片がついた。この
裁判はリベラル派と現政権サイド（左派・軍部・党政府）との言論・思想上の闘いでもあった。判決
文に散りばめられた英雄譚正当化のための論理の中核は「歴史虚無主義」の否定であるが，同時に論
理上のトートロジー，史実検証の拒絶，中華民族の歴史的共同記憶，民族感情や精神の自明性などに
訴えるという情理も垣間見えた。英雄譚をめぐる司法闘争の検証作業は，司法のトップが今年年頭の
会議で司法の独立を改めて否定した中国の政治システムの特性研究にも通じる。
